
〝
即
席
〞の
医
療
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。「
こ
の

時
、日
本
は
他
の
先
進
国
に
比
べ
て
対
応
が
遅

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で〝
も
し
も
〞

の
時
に
備
え
て
、緊
急
対
応
で
き
る
医
療
体
制

を
整
え
る
べ
き
だ
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
の
で

す
」と
、社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
大
阪
府
済

生
会
千
里
病
院
千
里
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
甲

斐
達
朗
セ
ン
タ
ー
長
は
話
す
。そ
こ
で
、カ
ン
ボ

ジ
ア
難
民
支
援
に
か
か
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
中
心

と
な
っ
て
政
府
に
働
き
掛
け
、82
年
に「
国
際
救

急
医
療
チ
ー
ム（
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
）」を
設
立
。84
年

の
エ
チ
オ
ピ
ア
干
ば
つ
を
皮
切
り
に
、海
外
の
災

害
現
場
で
の
日
本
の
医
療
チ
ー
ム
の
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　
し
か
し
、Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
の
派
遣
を
重
ね
て
い
る

う
ち
に
、「
人
命
救
助
や
災
害
対
策
の
専
門
家

な
ど
、総
合
的
な
緊
急
支
援
が
必
要
だ
と
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
甲
斐
セ
ン
タ
ー
長
。

そ
ん
な
現
場
か
ら
の
声
を
受
け
て
、87
年
に
国

際
緊
急
援
助
隊
法（
Ｊ
Ｄ
Ｒ
法
）が
成
立
。人
命

救
助
、医
療
支
援
、復
旧
・
復
興
支
援
の
機
能
を

備
え
た
国
際
緊
急
援
助
隊（
Ｊ
Ｄ
Ｒ
）が
再
編

成
さ
れ
た
。さ
ら
に
、92
年
に
は
Ｊ
Ｄ
Ｒ
が
行
っ

て
き
た
難
民
な
ど
に
対
す
る
人
道
緊
急
支
援

が
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）に
移

管
さ
れ
、Ｊ
Ｄ
Ｒ
は
自
然
・
人
為
的
災
害
に
特

化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
現
在
Ｊ
Ｄ
Ｒ
は
、警
察
庁
、総
務
省
消
防
庁
、

海
上
保
安
庁
が
合
同
で
人
命
救
助
を
行
う「
救

助
チ
ー
ム
」、医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
、放
射
線

技
師
な
ど
が
医
療
支
援
を
行
う
「
医
療
チ
ー

ム
」、技
術
者
、研
究
者
な
ど
が
応
急
対
策
や
復

旧
活
動
を
指
導
す
る「
専
門
家
チ
ー
ム
」、大
規

模
な
緊
急
援
助
活
動
や
輸
送
活
動
を
行
う「
自

衛
隊
部
隊
」の
４
チ
ー
ム
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。災
害
発
生
後
、被
災
国
や
国
際
機
関
か
ら

の
要
請
を
受
け
て
日
本
政
府
が
Ｊ
Ｄ
Ｒ
の
派
遣

を
決
定
。救
助
チ
ー
ム
は
派
遣
決
定
か
ら
24
時

間
以
内
、医
療
チ
ー
ム
は
48
時
間
以
内
に
出
国

す
る
。

　
ま
た
、被
災
地
の
救
援
、復
旧
活
動
の
一
環

と
し
て
、テ
ン
ト
や
毛
布
、浄
水
器
な
ど
を
送
る

「
緊
急
援
助
物
資
供
与
」も
Ｊ
Ｄ
Ｒ
の
活
動
の
一

つ
だ
。フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
イ
ア

ミ
の
備
蓄
倉
庫
、Ｗ
Ｆ
Ｐ（
国
連
世
界
食
糧
計

画
）が
所
有
す
る
５
カ
所
の
倉
庫
か
ら
、迅
速
か

つ
的
確
に
物
資
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
体
制
を

整
え
て
い
る
。

　
こ
う
い
っ
た
Ｊ
Ｄ
Ｒ
の
活
動
を
取
り
仕
切
っ
て

い
る
の
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
。東
京
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本
部
に

は「
国
際
緊
急
援
助
隊
事
務
局
」が
設
置
さ
れ

て
お
り
、Ｊ
Ｄ
Ｒ
の
派
遣
決
定
後
、直
ち
に
関
係

者
に
連
絡
を
取
り
、メ
ン
バ
ー
の
選
定
か
ら
資
機

材
の
準
備
、渡
航
手
続
き
、活
動
サ
イ
ト
の
選
定

ま
で
一
連
の
作
業
を
担
う
。ま
た
、現
地
に
も
業

務
調
整
員
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
が
同

行
し
、隊
員
た
ち
が
全
力
で
活
動
で
き
る
よ
う

に
後
方
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
・
研
修
を
通
じ
て
、次

の
派
遣
に
向
け
て
チ
ー
ム
ご
と
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
る
。救
助
チ
ー
ム
は
２
０
１
０
年
、捜

索
救
助
の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
I
N
S
A

R
A
G
」※

か
ら
最
高
難
度
の「
ヘ
ビ
ー
級
」に
認

定
さ
れ
た
ほ
か
、医
療
チ
ー
ム
は
、診
療
テ
ン
ト

の
中
で
手
術
も
で
き
る
よ
う
、〝
ク
リ
ニ
ッ
ク
か

ら
ホ
ス
ピ
タ
ル
〞へ
の
機
能
拡
大
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
災
害
多
発
国
・
日
本
の

知
見
を
生
か
し
、被
災
地
の
復
旧
・
復
興
を
見

据
え
た
中
長
期
的
な
支
援
を
進
め
て
い
る
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
緊
急
援
助
隊
事
務
局
の
中
村
明
事

務
局
長
は「
国
際
緊
急
援
助
は
、災
害
発
生
直

後
の
支
援
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
後
も

被
災
者
と
し
て
暮
ら
す
人
々
の
生
活
は
ず
っ

と
続
い
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、緊
急
支
援
か
ら

復
旧
・
復
興
に
つ
な
が
る〝
シ
ー
ム
レ
ス
な（
継

ぎ
目
の
な
い
）協
力
〞に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
」と
話
す
。そ
の
例
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
、２
０
１
０
年
の
ハ
イ
チ
地
震
で
は
、医
療
チ
ー

ム
派
遣
後
か
ら
国
の
復
興
計
画
の
策
定
や
被

災
地
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
、２
０
１
１
年
の
タ
イ

の
洪
水
で
は
氾
ら
ん
し
た
河
川
の
洪
水
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
。「
Ｊ
Ｄ
Ｒ
の
使
命
は
、一
人
で

も
多
く
の
人
の
命
を
助
け
、社
会
に
復
帰
し
て

も
ら
う
こ
と
。そ
し
て
、災
害
に
負
け
な
い
、強

じ
ん
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
は
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
」と
中
村
事
務

局
長
は
話
す
。

　
Ｊ
Ｄ
Ｒ
を
待
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る―

。

そ
の
人
た
ち
の
命
を
救
う
べ
く
、い
ち
早
く
現
場

に
向
か
い
活
動
を
行
う
こ
と
は
、日
本
国
民
を

代
表
し
た
国
際
緊
急
援
助
隊
の
使
命
で
も
あ
る
。

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
。東

北
地
方
を
襲
っ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
大

地
震
と
津
波
は
、約
２
万
人
の
死
者
・
行
方
不

明
者
を
出
す
大
惨
事
と
な
っ
た
。こ
の
ニ
ュ
ー
ス

は
あ
っ
と
い
う
間
に
海
を
越
え
、世
界
各
地
か

ら
救
助
・
医
療
関
係
者
が
被
災
地
へ―

。懸
命

に
救
助
活
動
を
行
っ
た
彼
ら
の
姿
は
、記
憶
に

新
し
い
。

　
東
日
本
大
震
災
で〝
支
援
さ
れ
る
側
〞と
な
っ

た
日
本
。し
か
し
同
様
に
、世
界
各
地
で
発
生

し
た
災
害
に
対
し
て
は
、現
場
の
最
前
線
で〝
支

援
す
る
側
〞と
し
て
対
応
し
て
き
た
。そ
の
核

と
な
る
の
が「
国
際
緊
急
援
助
隊（
Ｊ
Ｄ
Ｒ
：

Japan D
isaster R

elief T
eam

）」。海
外

で
災
害
が
起
こ
っ
た
時
に
派
遣
さ
れ
る
エ
キ
ス

パ
ー
ト
集
団
だ
。

　
そ
の
始
ま
り
は
１
９
７
９
年
、内
戦
で
タ
イ
に

大
量
に
避
難
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
支
援
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。日
本
政
府
は
全
国
の
医
療

機
関
に
協
力
を
仰
ぎ
、緊
急
支
援
を
行
う
べ
く

始
ま
り
は

カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
支
援

４
つ
の
チ
ー
ム

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
力
に

〝
シ
ー
ム
レ
ス
〞な

協
力
に
取
り
組
む
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

特集 国際緊急援助

その命を救いたい

東日本大震災の
経験を世界へ

国際社会と共に学ぶ
国際緊急援助

編
集
協
力
：
甲
斐
達
朗
・
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
大
阪
府
済
生
会
千
里
病
院
千
里
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
／
J
D
R
医
療
チ
ー
ム
支
援
委
員
会
委
員
長

特
集  

国
際
緊
急
援
助

地
震
、津
波
、ハ
リ
ケ
ー
ン
、洪
水
…
。

あ
る
日
突
然
、予
期
せ
ず
起
こ
る
災
害
は
、一
瞬
に
し
て
人
々
の
生
活
を
変
え
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
時
、被
災
国
や
国
際
機
関
の
要
請
に
応
じ
て
、

日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
る
の
が「
国
際
緊
急
援
助
隊（
Ｊ
Ｄ
Ｒ
）」。

Ｊ
Ｄ
Ｒ
の
前
身「
国
際
救
急
医
療
チ
ー
ム
」が
誕
生
し
て
30
年
―
。

今
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て
い
る
日
本
の
国
際
緊
急
援
助
の
姿
を
追
う
。

●カンボジア難民支援のため、日本政府
　が初めて海外に医療チームを派遣。

アルメニア地震への派遣を
きっかけに、国連人道問題
局（現・国連人道問題調整
部）を中心とした協調体制
が確立。

スマトラ沖大地震・インド洋津波を受けて、ス
リランカ、モルディブ、インドネシア、タイの4
カ国に救助、医療、専門家、自衛隊の合計
14チームを派遣。

「国際平和協力法（PKO協
力法）」の成立に伴いJDR
法を改正。
紛争に関係する人道支援
は内閣府PKO事務局、自
然・人為的災害はJDRが
担当することに。また必要
に応じて、自衛隊部隊を
JDRチームとして派遣す
ることが可能になった。

国際救急医療チーム
（JMTDR）の設立。

「国際緊急援助隊の派遣に
関する法律（JDR法）」施行。
救助チーム、医療チーム、専
門家チームの3チーム体制に。

湾岸戦争終結後、イラク難民救済
のため医療チームを派遣。JDRと
して最後の難民救済支援。

阪神・淡路大震災の発
生を受けてJDR医療
チーム登録者の派遣を
JDR事務局がサポート。

1979

1982 1987

1985

1988 1991 1992 1995

2004

2005

2008 20122011

中国西部大地震に救助
チームを派遣。日本航空
のチャーター機を初めて
活用。

ニュージーランド南島地震に救
助チームを派遣。JDR初の先
進国への派遣。
東日本大震災時に国連災害
評価調整チームの受け入れに
協力。

パキスタン地震では、救助、医療、自衛隊が同
一地域で活動。JDR医療チームの活動サイト
を日本のNPOに引き継ぐなど、オールジャパン
体制での活動を実施。

　2011年3月11日、東北地方を襲っ
た東日本大震災。この戦後最大の災
害に対して、日本はどのように対応し、
復旧・復興への歩みを進めているの
かー。今後起こりうる災害に対して、日
本は東日本大震災の教訓・経験を世界
の緊急援助の改善のために還元して
いくことが求められている。
　そこでJICAは震災後、国際社会との
情報共有の場として国内外でセミナー
を開いている。その一つが2012年7月
5日、日本赤十字看護大学広尾キャン
パス（東京都渋谷区）で行われた「国際
人道支援セミナー」。JICA、日本赤十
字社、国連人道問題調整部の共催で、
「東日本大震災の際、国内外の組織と
効果的な連携を取ることができたか」
「その経験を世界の災害における人道
支援にどのように生かしていくのか」な
どをテーマに、東日本大震災時の国際
緊急援助の振り返りと今後の改善点
についての議論が行われた。
　また、JICAは長年にわたる国際緊急
援助隊の派遣事例を通じて、災害時の
ニーズの把握や情報共有などの活動
について発表。国内外の災害に、より
効率的に対応していくためには、さまざ
まなパートナーと連携を深めていくこと
が重要であるという認識が共有された。

1984
2010

○c JRCS

●JMTDRを初めてエチオピア干ばつに派遣。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

※国際捜索・救助諮問グループ（International Search and Rescue Advisory Group）。国連傘下の捜索救助チームの国際ネットワークで、
2005年からIEC（INSARAG External Classification）と呼ばれる各国の救助チームの実力を測る評価基準（Heavy、Medium、Lightの
三段階）を設けている。

メキシコ地震、コロンビア火山噴火にJMTDRを
派遣。医療関係者だけでなく、捜索救助、災害
対策の専門家を含む総合的な緊急援助体制の
必要性への認識が高まった。

日本の国際緊急援助～30年の歴史～

国際緊急援助隊の
活動実績 （2012年9月1日現在）

救助チーム

医療チーム

専門家チーム

自衛隊部隊

緊急援助物資供与

17回

51回

40回

12回

434回

そ
の
命
を

救
い
た
い

ハイチ地震に医療チームを派遣。初めて自衛隊機を
活用。
捜索救助の国際的ネットワーク「INSARAG」※から
最高難度の「ヘビー級」に認定される。

※自衛隊部隊の派遣人数は「平成24年版
防衛白書」より。

（延べ795人）

（延べ755人）

（延べ335人）

（延べ3,567人）

05                         October 2012

October 2012                         0607                         October 2012

October 2012                         04○c Riho Aihara

○c Kenshiro Imamura

○c Riho Aihara



〝
即
席
〞の
医
療
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。「
こ
の

時
、日
本
は
他
の
先
進
国
に
比
べ
て
対
応
が
遅

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で〝
も
し
も
〞

の
時
に
備
え
て
、緊
急
対
応
で
き
る
医
療
体
制

を
整
え
る
べ
き
だ
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
の
で

す
」と
、社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
大
阪
府
済

生
会
千
里
病
院
千
里
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
甲

斐
達
朗
セ
ン
タ
ー
長
は
話
す
。そ
こ
で
、カ
ン
ボ

ジ
ア
難
民
支
援
に
か
か
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
中
心

と
な
っ
て
政
府
に
働
き
掛
け
、82
年
に「
国
際
救

急
医
療
チ
ー
ム（
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
）」を
設
立
。84
年

の
エ
チ
オ
ピ
ア
干
ば
つ
を
皮
切
り
に
、海
外
の
災

害
現
場
で
の
日
本
の
医
療
チ
ー
ム
の
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　
し
か
し
、Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
の
派
遣
を
重
ね
て
い
る

う
ち
に
、「
人
命
救
助
や
災
害
対
策
の
専
門
家

な
ど
、総
合
的
な
緊
急
支
援
が
必
要
だ
と
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
甲
斐
セ
ン
タ
ー
長
。

そ
ん
な
現
場
か
ら
の
声
を
受
け
て
、87
年
に
国

際
緊
急
援
助
隊
法（
Ｊ
Ｄ
Ｒ
法
）が
成
立
。人
命

救
助
、医
療
支
援
、復
旧
・
復
興
支
援
の
機
能
を

備
え
た
国
際
緊
急
援
助
隊（
Ｊ
Ｄ
Ｒ
）が
再
編

成
さ
れ
た
。さ
ら
に
、92
年
に
は
Ｊ
Ｄ
Ｒ
が
行
っ

て
き
た
難
民
な
ど
に
対
す
る
人
道
緊
急
支
援

が
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）に
移

管
さ
れ
、Ｊ
Ｄ
Ｒ
は
自
然
・
人
為
的
災
害
に
特

化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
現
在
Ｊ
Ｄ
Ｒ
は
、警
察
庁
、総
務
省
消
防
庁
、

海
上
保
安
庁
が
合
同
で
人
命
救
助
を
行
う「
救

助
チ
ー
ム
」、医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
、放
射
線

技
師
な
ど
が
医
療
支
援
を
行
う
「
医
療
チ
ー

ム
」、技
術
者
、研
究
者
な
ど
が
応
急
対
策
や
復

旧
活
動
を
指
導
す
る「
専
門
家
チ
ー
ム
」、大
規

模
な
緊
急
援
助
活
動
や
輸
送
活
動
を
行
う「
自

衛
隊
部
隊
」の
４
チ
ー
ム
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。災
害
発
生
後
、被
災
国
や
国
際
機
関
か
ら

の
要
請
を
受
け
て
日
本
政
府
が
Ｊ
Ｄ
Ｒ
の
派
遣

を
決
定
。救
助
チ
ー
ム
は
派
遣
決
定
か
ら
24
時

間
以
内
、医
療
チ
ー
ム
は
48
時
間
以
内
に
出
国

す
る
。

　
ま
た
、被
災
地
の
救
援
、復
旧
活
動
の
一
環

と
し
て
、テ
ン
ト
や
毛
布
、浄
水
器
な
ど
を
送
る

「
緊
急
援
助
物
資
供
与
」も
Ｊ
Ｄ
Ｒ
の
活
動
の
一

つ
だ
。フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
イ
ア

ミ
の
備
蓄
倉
庫
、Ｗ
Ｆ
Ｐ（
国
連
世
界
食
糧
計

画
）が
所
有
す
る
５
カ
所
の
倉
庫
か
ら
、迅
速
か

つ
的
確
に
物
資
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
体
制
を

整
え
て
い
る
。

　
こ
う
い
っ
た
Ｊ
Ｄ
Ｒ
の
活
動
を
取
り
仕
切
っ
て

い
る
の
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
。東
京
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本
部
に

は「
国
際
緊
急
援
助
隊
事
務
局
」が
設
置
さ
れ

て
お
り
、Ｊ
Ｄ
Ｒ
の
派
遣
決
定
後
、直
ち
に
関
係

者
に
連
絡
を
取
り
、メ
ン
バ
ー
の
選
定
か
ら
資
機

材
の
準
備
、渡
航
手
続
き
、活
動
サ
イ
ト
の
選
定

ま
で
一
連
の
作
業
を
担
う
。ま
た
、現
地
に
も
業

務
調
整
員
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
が
同

行
し
、隊
員
た
ち
が
全
力
で
活
動
で
き
る
よ
う

に
後
方
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
・
研
修
を
通
じ
て
、次

の
派
遣
に
向
け
て
チ
ー
ム
ご
と
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
る
。救
助
チ
ー
ム
は
２
０
１
０
年
、捜

索
救
助
の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
I
N
S
A

R
A
G
」※

か
ら
最
高
難
度
の「
ヘ
ビ
ー
級
」に
認

定
さ
れ
た
ほ
か
、医
療
チ
ー
ム
は
、診
療
テ
ン
ト

の
中
で
手
術
も
で
き
る
よ
う
、〝
ク
リ
ニ
ッ
ク
か

ら
ホ
ス
ピ
タ
ル
〞へ
の
機
能
拡
大
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
災
害
多
発
国
・
日
本
の

知
見
を
生
か
し
、被
災
地
の
復
旧
・
復
興
を
見

据
え
た
中
長
期
的
な
支
援
を
進
め
て
い
る
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
緊
急
援
助
隊
事
務
局
の
中
村
明
事

務
局
長
は「
国
際
緊
急
援
助
は
、災
害
発
生
直

後
の
支
援
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
後
も

被
災
者
と
し
て
暮
ら
す
人
々
の
生
活
は
ず
っ

と
続
い
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、緊
急
支
援
か
ら

復
旧
・
復
興
に
つ
な
が
る〝
シ
ー
ム
レ
ス
な（
継

ぎ
目
の
な
い
）協
力
〞に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
」と
話
す
。そ
の
例
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
、２
０
１
０
年
の
ハ
イ
チ
地
震
で
は
、医
療
チ
ー

ム
派
遣
後
か
ら
国
の
復
興
計
画
の
策
定
や
被

災
地
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
、２
０
１
１
年
の
タ
イ

の
洪
水
で
は
氾
ら
ん
し
た
河
川
の
洪
水
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
。「
Ｊ
Ｄ
Ｒ
の
使
命
は
、一
人
で

も
多
く
の
人
の
命
を
助
け
、社
会
に
復
帰
し
て

も
ら
う
こ
と
。そ
し
て
、災
害
に
負
け
な
い
、強

じ
ん
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
は
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
」と
中
村
事
務

局
長
は
話
す
。

　
Ｊ
Ｄ
Ｒ
を
待
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る―

。

そ
の
人
た
ち
の
命
を
救
う
べ
く
、い
ち
早
く
現
場

に
向
か
い
活
動
を
行
う
こ
と
は
、日
本
国
民
を

代
表
し
た
国
際
緊
急
援
助
隊
の
使
命
で
も
あ
る
。

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
。東

北
地
方
を
襲
っ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
大

地
震
と
津
波
は
、約
２
万
人
の
死
者
・
行
方
不

明
者
を
出
す
大
惨
事
と
な
っ
た
。こ
の
ニ
ュ
ー
ス

は
あ
っ
と
い
う
間
に
海
を
越
え
、世
界
各
地
か

ら
救
助
・
医
療
関
係
者
が
被
災
地
へ―

。懸
命

に
救
助
活
動
を
行
っ
た
彼
ら
の
姿
は
、記
憶
に

新
し
い
。

　
東
日
本
大
震
災
で〝
支
援
さ
れ
る
側
〞と
な
っ

た
日
本
。し
か
し
同
様
に
、世
界
各
地
で
発
生

し
た
災
害
に
対
し
て
は
、現
場
の
最
前
線
で〝
支

援
す
る
側
〞と
し
て
対
応
し
て
き
た
。そ
の
核

と
な
る
の
が「
国
際
緊
急
援
助
隊（
Ｊ
Ｄ
Ｒ
：

Japan D
isaster R

elief T
eam

）」。海
外

で
災
害
が
起
こ
っ
た
時
に
派
遣
さ
れ
る
エ
キ
ス

パ
ー
ト
集
団
だ
。

　
そ
の
始
ま
り
は
１
９
７
９
年
、内
戦
で
タ
イ
に

大
量
に
避
難
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
支
援
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。日
本
政
府
は
全
国
の
医
療

機
関
に
協
力
を
仰
ぎ
、緊
急
支
援
を
行
う
べ
く

始
ま
り
は

カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
支
援

４
つ
の
チ
ー
ム

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
力
に

〝
シ
ー
ム
レ
ス
〞な

協
力
に
取
り
組
む
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

特集 国際緊急援助

その命を救いたい

東日本大震災の
経験を世界へ

国際社会と共に学ぶ
国際緊急援助

編
集
協
力
：
甲
斐
達
朗
・
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
大
阪
府
済
生
会
千
里
病
院
千
里
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
／
J
D
R
医
療
チ
ー
ム
支
援
委
員
会
委
員
長

特
集  

国
際
緊
急
援
助

地
震
、津
波
、ハ
リ
ケ
ー
ン
、洪
水
…
。

あ
る
日
突
然
、予
期
せ
ず
起
こ
る
災
害
は
、一
瞬
に
し
て
人
々
の
生
活
を
変
え
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
時
、被
災
国
や
国
際
機
関
の
要
請
に
応
じ
て
、

日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
る
の
が「
国
際
緊
急
援
助
隊（
Ｊ
Ｄ
Ｒ
）」。

Ｊ
Ｄ
Ｒ
の
前
身「
国
際
救
急
医
療
チ
ー
ム
」が
誕
生
し
て
30
年
―
。

今
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て
い
る
日
本
の
国
際
緊
急
援
助
の
姿
を
追
う
。

●カンボジア難民支援のため、日本政府
　が初めて海外に医療チームを派遣。

アルメニア地震への派遣を
きっかけに、国連人道問題
局（現・国連人道問題調整
部）を中心とした協調体制
が確立。

スマトラ沖大地震・インド洋津波を受けて、ス
リランカ、モルディブ、インドネシア、タイの4
カ国に救助、医療、専門家、自衛隊の合計
14チームを派遣。

「国際平和協力法（PKO協
力法）」の成立に伴いJDR
法を改正。
紛争に関係する人道支援
は内閣府PKO事務局、自
然・人為的災害はJDRが
担当することに。また必要
に応じて、自衛隊部隊を
JDRチームとして派遣す
ることが可能になった。

国際救急医療チーム
（JMTDR）の設立。

「国際緊急援助隊の派遣に
関する法律（JDR法）」施行。
救助チーム、医療チーム、専
門家チームの3チーム体制に。

湾岸戦争終結後、イラク難民救済
のため医療チームを派遣。JDRと
して最後の難民救済支援。

阪神・淡路大震災の発
生を受けてJDR医療
チーム登録者の派遣を
JDR事務局がサポート。

1979

1982 1987

1985

1988 1991 1992 1995

2004

2005

2008 20122011

中国西部大地震に救助
チームを派遣。日本航空
のチャーター機を初めて
活用。

ニュージーランド南島地震に救
助チームを派遣。JDR初の先
進国への派遣。
東日本大震災時に国連災害
評価調整チームの受け入れに
協力。

パキスタン地震では、救助、医療、自衛隊が同
一地域で活動。JDR医療チームの活動サイト
を日本のNPOに引き継ぐなど、オールジャパン
体制での活動を実施。

　2011年3月11日、東北地方を襲っ
た東日本大震災。この戦後最大の災
害に対して、日本はどのように対応し、
復旧・復興への歩みを進めているの
かー。今後起こりうる災害に対して、日
本は東日本大震災の教訓・経験を世界
の緊急援助の改善のために還元して
いくことが求められている。
　そこでJICAは震災後、国際社会との
情報共有の場として国内外でセミナー
を開いている。その一つが2012年7月
5日、日本赤十字看護大学広尾キャン
パス（東京都渋谷区）で行われた「国際
人道支援セミナー」。JICA、日本赤十
字社、国連人道問題調整部の共催で、
「東日本大震災の際、国内外の組織と
効果的な連携を取ることができたか」
「その経験を世界の災害における人道
支援にどのように生かしていくのか」な
どをテーマに、東日本大震災時の国際
緊急援助の振り返りと今後の改善点
についての議論が行われた。
　また、JICAは長年にわたる国際緊急
援助隊の派遣事例を通じて、災害時の
ニーズの把握や情報共有などの活動
について発表。国内外の災害に、より
効率的に対応していくためには、さまざ
まなパートナーと連携を深めていくこと
が重要であるという認識が共有された。

1984
2010

○c JRCS

●JMTDRを初めてエチオピア干ばつに派遣。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

※国際捜索・救助諮問グループ（International Search and Rescue Advisory Group）。国連傘下の捜索救助チームの国際ネットワークで、
2005年からIEC（INSARAG External Classification）と呼ばれる各国の救助チームの実力を測る評価基準（Heavy、Medium、Lightの
三段階）を設けている。

メキシコ地震、コロンビア火山噴火にJMTDRを
派遣。医療関係者だけでなく、捜索救助、災害
対策の専門家を含む総合的な緊急援助体制の
必要性への認識が高まった。

日本の国際緊急援助～30年の歴史～

国際緊急援助隊の
活動実績 （2012年9月1日現在）

救助チーム

医療チーム

専門家チーム

自衛隊部隊

緊急援助物資供与

17回

51回

40回

12回

434回

そ
の
命
を

救
い
た
い

ハイチ地震に医療チームを派遣。初めて自衛隊機を
活用。
捜索救助の国際的ネットワーク「INSARAG」※から
最高難度の「ヘビー級」に認定される。

※自衛隊部隊の派遣人数は「平成24年版
防衛白書」より。

（延べ795人）

（延べ755人）

（延べ335人）

（延べ3,567人）
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